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「全国学校給食週間」は、戦後にアメリカの支援団体からの援助に

より、学校給食が再開されたことを記念して定められました。学校給

食の意義や役割について理解を深め、関心を高めることを目的として

います。  

時代の流れと共に変化を続ける「学校給食」ですが、  

いつの時代も子どもたちを大切に思う気持ちが詰まっています。  

そんな思いを感じておいしくいただきましょう。  

＊昭和 21（1946）年 12月 24日に物資の贈呈式が行われ、この日を

「学校給食感謝の日」としましたが、冬休みと重なるため、昭和 25

（1950）年度からは 1月 24 日から 30 日を「全国学校給食週間」と

することが定められました。 

＊昭和 29（1954）年に「学校給食法」が成立し、学校給食の実施体制

が法的に整い、教育活動として位置づけられるようになりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 阪神・淡路大震災の発生から今年で 30年となります。この 30年の間にも各地で大き

な災害が頻発しています。災害はいつ起こるかわかりません。日頃から、常温で保存でき

るものなどを多めに備蓄しておきましょう。 


